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海
豹
島
略
聞
及
ス
ケ
ッ
チ
：
…
…
…
．
：
：
：
…
並
河
功
（
一
一
一
）
闇
北
海
道
帝
幽
大
畢
附
膨
大
畢
懲
科
旅
行
部
は
近
く
全
道
並
び
に
東

北
地
方
に
わ
た
り
夏
期
旅
行
の
計
識
を
護
表
す
る
筈
。

ヘ
ビ
曾
際
暮
旨
・
曾
ご
よ
り
。
：
…
…
…
…
…
…
・
…
・
…
・
…
・
…
：
…
，
：
兄
）
園
小
林
達
也
、
笹
川
述
雄
氏
等
は
ス
キ
ー
及
登
山
用
具
の
製
作
改
良

登
山
流
行
の
心
理
的
考
察
：
：
…
…
…
…
：
：
・
六
鹿
一
彦
（
燕
）

飯
挫
山
の
蓋
路
に
就
い
て
…
：
…
…
…
：
…
：
板
橋
敬
一
（
八
）

記
事

海
豹
島
・
・
…
…
・
…
・
・
・
…
…
…
・
…
：
並

闇 ’
第
ニ
誌
目
次
Ｉ

放

園
第
三
高
等
皐
核
山
岳
含
は
六
月
十
一
日
誌
演
含
を
開
催
郡
場
寛
外

数
氏
の
諦
淡
が
あ
っ
た
加
で
す
。

鴎
慶
雁
義
塾
体
吉
含
山
岳
部
で
は
既
に
今
夏
の
計
識
の
溌
表
が
あ
り

ま
し
た
。
飛
騨
山
脈
方
而
へ
六
隊
、
木
曾
山
脈
方
而
へ
一
隊
、
赤

石
山
脈
方
面
へ
一
一
一
隊
、
其
他
二
。
倫
満
鮮
支
方
面
へ
一
月
除
の
旅

程
が
組
立
て
ら
れ
て
居
ま
す
。

園
東
京
附
脇
中
畢
核
桐
陰
曾
山
岳
部
は
七
月
廿
日
よ
り
約
十
日
間
、

図
六
月
廿
六
日
、

収
容
す
る
に
足
り
検
の
頂
上
ま
で
一
時
問
で
行
か
れ
る
相
で
す
。

麗
慶
態
山
岳
部
刊
行
の
『
登
高
行
』
は
近
日
中
に
蕊
行
さ
れ
ま
す
。
大

函
日
本
ア
ル
プ
ス
燕
岳
の
御
花
畑
に
接
し
て
燕
小
屋
、

雑
報

■や

島
亮
吉
君
の
石
狩
岳
縦
走
記
が
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
Ｃ

六
月
廿
六
日
、
大
阪
中
央
公
曾
堂
に
於
て
山
に
閥
す
る
大
講
演
曾

が
開
催
せ
ら
れ
ま
す
。
近
来
に
な
い
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
相
で
す

長
野
嬬
平
隠
村
畿
補
琵
琶
池
附
近
で
天
幕
能
活
を
し
な
が
ら
，
白

根
其
他
附
近
の
山
岳
を
販
渉
す
る
和
で
す
。
参
加
者
六
十
名
、
天

幕
十
一
張

北
地
方
に
わ
た
り
夏
期
旅
行
の
計
識
を
護
表
す
る
筈
。

小
林
達
也
、
笹
川
述
雄
氏
等
は
ス
キ
ー
及
登
山
用
具
の
製
作
改
良

の
傭
め
今
東
京
で
着
々
準
備
を
進
め
て
居
ら
れ
る
和
で
す
。

日
本
ア
ル
プ
ス
燕
岳
の
御
花
畑
に
接
し
て
燕
小
屋
、
松
灘
の
奥
に

大
槍
小
屋
が
本
年
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
大
輪
の
小
屋
は
六
十
人
淀
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一
つ
所
に
色
々
な
曲
線
を
描
い
て
沸
七
し
て
居
る
。
波
も
大
分
静
に

な
っ
た
。
と
左
舷
に
勝
る
霧
の
中
か
ら
『
オ
ー
ィ
・
一
と
人
の
呼
ぶ
藤

が
聞
ね
る
。
耳
を
す
ま
し
た
が
後
は
聞
い
な
い
。
災
す
る
と
別
な
方

角
か
ら
叉
『
オ
ー
ィ
』
と
呼
ぶ
。
峠
“
人
の
呼
雛
が
す
る
ぢ
や
無
い
か
』

と
、
平
無
な
顔
を
し
て
居
る
船
員
に
訊
い
て
見
る
と
『
ロ
ッ
ベ
ン
鴨

の
鳴
盤
だ
、
雄
￥
近
い
』
と
答
へ
た
。
海
豹
島
は
叉
の
名
を
ロ
ヅ
ベ

ン
烏
と
も
云
っ
て
、
今
呼
ん
だ
盤
の
主
が
非
常
に
灘
山
棲
ん
で
居
る

の
だ
と
云
ふ
。

行
手
の
霧
が
晴
れ
て
陸
地
が
一
寸
見
え
た
。
望
遠
鏡
で
見
る
と
、

流
木
の
打
上
け
た
砂
演
と
、
夫
に
縦
く
維
色
の
丘
陵
が
兄
え
る
。
、

淡
の
帆
船
が
、
胴
中
を
傷
め
ら
れ
て
浦
に
打
ち
上
げ
ら
れ
て
居
る
の

を
チ
ラ
と
認
め
た
時
に
、
勝
の
幕
は
仰
ぴ
引
か
れ
て
し
ま
っ
た
僻
夫

で
も
之
が
見
え
た
の
で
、
船
旦
に
は
船
の
位
置
が
謀
っ
た
州
だ
。
彼

の
船
は
誰
と
か
の
持
船
で
、
何
時
難
破
し
た
の
だ
と
か
云
っ
て
腸
た

見
え
た
陸
地
は
北
知
床
岬
の
四
の
液
だ
っ
た
。
方
角
の
付
い
た
船
は

黒
煙
を
架
け
て
元
気
よ
く
走
り
出
し
た
。
段
々
空
は
明
る
く
、
彼
は

並

河
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の
上
か
ら
、
昨
個
船
の
煙
が
一
寸
見
に
た
が
後
で
見
え
な
く
な
っ
た

細
だ
。
今
円
は
朝
か
ら
擁
の
中
に
ウ
ロ
ノ
ー
し
て
勝
る
の
が
煙
の
動

き
方
で
解
っ
た
相
だ
。
ボ
ー
ト
の
中
で
こ
ん
な
話
を
聞
い
て
居
る
中

に
脇
の
西
側
の
小
石
ば
か
り
の
没
に
藩
い
た
。
・

小
さ
な
烏
だ
。
．
長
さ
四
町
、
巾
は
一
町
に
足
ら
ぬ
。
夫
が
東
北
か

ら
西
南
に
向
っ
て
横
は
っ
て
居
る
。
中
央
に
は
、
上
の
平
な
三
紀
謄

の
岩
府
が
突
立
っ
て
・
其
周
園
に
少
し
の
砂
演
が
あ
あ
。
岩
の
高
さ

は
五
十
尺
位
も
あ
ら
ふ
か
。
西
側
の
鵬
の
基
部
に
浴
う
て
巡
査
や
腔

守
夫
の
合
宿
、
物
置
、
事
務
所
等
が
あ
る
。
何
れ
も
露
領
時
代
か
ら

の
建
物
で
あ
る
。
薪
に
す
る
木
も
な
く
、
飲
料
水
も
出
な
い
烏
で
、

。
シ
久
寸
小
リ
ワ
サ
・
一

住
民
は
無
挙
、
無
い
。
役
人
の
食
料
や
薪
炭
は
全
部
敷
香
や
散
江
か
ら

蓮
ぶ
の
だ
と
い
ふ
。
烏
の
艦
守
に
来
て
届
る
人
は
全
部
で
二
十
人
除

り
、
夫
に
祁
営
し
た
小
銃
と
弾
薬
は
具
へ
て
あ
る
が
『
少
し
索
の
荒

い
携
猟
船
で
も
来
た
ら
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
や
』
と
、
巡
査
部
長
が
心

細
加
に
云
っ
て
居
た
。

岩
の
上
に
上
っ
て
兄
た
。
南
北
二
ヶ
所
に
あ
る
岩
上
の
旗
場
に
、

ロ
ッ
ベ
ン
烏
が
黒
い
背
丈
見
せ
て
、
地
而
の
見
に
な
い
程
に
密
に
作

っ
て
勝
る
。
卵
を
抱
い
て
居
る
の
だ
相
だ
。
一
坪
に
百
羽
以
上
も
居

る
。
未
だ
此
の
外
に
、
察
中
に
も
、
海
没
に
も
、
水
而
に
も
，
飛
ん

だ
り
、
瀞
い
だ
り
し
て
居
る
の
が
大
菱
に
多
い
。
此
馬
の
背
は
鴇
い

が
飛
ん
で
居
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
腹
は
嵐
白
だ
。
春
監
守
が
此
鴫
に

来
る
頃
に
岩
に
上
っ
て
見
る
と
、
一
坪
に
．
二
百
五
十
粒
以
上
の
卵
が

あ
る
と
云
っ
て
居
た
。
服
胴
獣
の
烏
に
来
る
前
に
此
卵
を
探
っ
て
謡

静
に
な
っ
て
来
た
。

正
午
少
し
前
頃
、
船
典
が
一
馬
の
薪

が
間
い
る
』
と
云
ひ
出
し
た
。
一
贈
島
の
一
昔
』

は
珍
ら
し
い
と
思
っ
て
気
を
つ
け
る
と

微
に
》
コ
ー
と
い
ふ
様
な
脅
休
の
知
れ
ぬ

雑
が
す
る
。
課
は
後
で
解
っ
た
が
、
脱

胴
歎
の
叫
、
ロ
ッ
ベ
ン
の
鵬
の
鳴
謹
、

其
捌
帝
、
波
の
脅
等
が
一
所
に
な
っ
て

遠
く
か
ら
も
一
種
の
饗
が
聞
か
れ
る
の

で
あ
る
。
音
は
少
し
づ
上
近
付
い
て
来

る
。
午
後
船
は
瀧
中
の
騒
苦
を
前
に
し
て

錨
を
下
し
た
。
要
の
後
、
陥
れ
残
り
の

渉
が
軟
風
に
排
は
れ
て
、
午
後
の
側
を

浴
び
た
烏
形
が
忽
然
と
眼
前
に
現
は
れ

た
。
船
は
腸
の
胸
一
哩
牟
程
の
所
に
投

錨
し
て
居
っ
た
の
で
あ
る
。
上
の
牢
な

渚
丘
、
其
上
に
立
つ
三
角
鮎
、
数
棟
の

露
西
亜
式
の
建
物
、
没
に
茂
る
維
草
、

喋
峻
の
樵
に
数
多
く
飛
び
交
う
ロ
ッ
ベ

ン
烏
の
群
な
ど
が
、
明
瞭
と
美
し
く
認

め
ら
れ
た
。

程
な
く
烏
か
ら
ボ
ー
ト
が
来
た
。
岩
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記

一
、
槻
魔
将
ハ
食
料
品
ノ
外
物
品
テ
携
群
ス
ベ
カ
ラ
ズ

ニ
、
許
可
ラ
得
ズ
シ
テ
島
内
一
一
存
在
ス
ル
烏
卯
砂
万
恥
骨
牙
等
ラ

持
去
ル
可
ラ
ズ

三
、
脱
胴
歎
群
峻
襲
所
及
其
附
近
一
一
於
テ
火
弧
ラ
弄
シ
叉
ハ
喫
煙

シ
或
ハ
吸
殻
等
ラ
投
棄
ス
ベ
カ
ラ
ズ

四
、
鴨
所
在
ノ
場
所
一
一
在
リ
テ
ハ
十
冊
以
上
ノ
距
離
テ
保
持
シ
近

符
ル
可
ラ
ズ

五
、
脇
歎
テ
追
上
又
ハ
驚
逸
セ
シ
ム
ベ
カ
ラ
ズ

六
、
本
島
ノ
状
況
テ
搬
影
若
ク
ハ
篤
生
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
隙
守

貝
ノ
承
認
テ
受
ク
可
シ

七
、
観
魔
ラ
終
リ
タ
ル
者
ハ
直
一
一
退
烏
ス
可
シ

右
述
背
シ
ク
ル
者
ハ
虚
罰
セ
ラ
ル
ベ
シ

年
月
日
可

樺
太
廉

い
て
夏
中
の
食
料
に
す
る
机
だ
。
後
で
標
本
に
と
云
っ
て
其
卯
を
数

個
貰
ひ
、
叉
卯
の
茄
で
た
り
、
焼
い
た
り
し
た
の
を
御
馳
走
に
も
な

っ
た
ｏ
卵
に
は
雄
一
が
つ
い
て
居
て
鼠
色
に
汚
れ
て
居
た
が
、
洗
ふ
と

暗
青
色
や
褐
色
・
黒
色
蝶
の
模
磯
が
現
は
れ
て
来
る
。
地
色
は
白
色

灰
色
、
淡
青
色
、
淡
褐
色
等
で
、
色
の
愛
異
は
複
雑
で
美
し
い
。
卯

の
味
は
あ
ま
り
旨
し
く
は
無
い
。
脇
は
卵
を
抱
い
て
勝
る
の
で
人
が

側
に
近
付
い
て
も
中
為
逃
け
な
い
。
流
石
に
手
握
み
に
は
出
来
な
い

が
、
岩
の
上
か
ら
逐
ひ
立
て
る
と
飛
迩
の
姿
勢
を
取
る
間
も
無
く
唯

か
ら
縛
り
落
ち
る
机
だ
。
雌
の
下
に
待
っ
て
届
て
。
落
下
中
姿
勢
を

正
し
、
海
に
向
け
て
飛
び
は
じ
め
る
と
こ
ろ
を
棒
で
紫
て
ば
何
刑
で

も
雄
れ
ろ
相
だ
。
崖
の
側
而
の
雛
に
は
鵬
が
津
山
菜
を
造
っ
て
居
る

之
等
の
外
脇
の
種
類
は
多
い
。
之
等
が
脇
納
献
の
御
瀧
の
時
に
出
来

た
不
瀞
物
を
皆
始
末
し
て
終
う
棚
だ
。
鳥
類
は
脱
肋
戦
を
恐
れ
ず
、

脇
胴
歎
も
烏
を
嫌
は
無
い
。
ロ
ッ
ベ
ン
鴨
が
群
を
偽
し
て
飛
び
立
つ

と
。
脇
納
欧
も
弊
戒
し
て
海
に
入
る
。
こ
ん
な
棚
係
か
ら
此
鳥
類
も

脳
胴
歎
同
様
に
此
烏
で
は
大
切
に
保
護
せ
ら
れ
て
居
る
。

岩
上
の
東
側
に
石
を
積
み
上
げ
て
鮭
雌
の
様
な
も
の
が
作
っ
て
あ

る
。
之
が
腿
望
所
で
あ
る
。
穂
み
上
け
た
石
の
間
か
ら
覗
く
と
束
の

演
一
而
に
上
陸
し
て
居
る
脇
胴
獣
が
見
ら
れ
る
。
少
し
時
季
が
進
か

ハ
ー
レ
ム

つ
・
に
の
で
、
一
夫
多
妻
の
大
家
族
の
吐
概
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

夫
で
も
匝
大
な
牡
の
間
附
に
十
頭
乃
至
二
十
頭
の
牝
獣
を
控
へ
た
数

ハ
ー
レ
ム

閲
の
小
家
族
が
奇
観
を
呈
し
て
居
た
。
ハ
ー
レ
ム
以
外
の
場
所
で
は

ｃ

演
一
群
に
雑
然
た
る
群
集
を
な
し
て
居
た
。
渡
近
く
の
海
中
に
は
多

ｎ
画
■

前
世
紀
の
半
ま
で
は
悪
魔
や
妖
雛
の
綾
所
で
あ
る
一
こ
て
恐
れ
ら
れ

て
届
た
川
岳
が
、
今
日
の
如
く
一
流
の
行
架
地
さ
化
し
た
の
に
は
稚

々
の
原
因
花
探
し
出
す
事
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
科
皐
の
進
歩
富
の

増
加
交
迦
の
溌
遥
欲
望
の
進
峻
等
兎
に
角
文
化
の
縦
達
し
た
さ
云
ふ

し
、
・
翌
年
か
ら
は
猟
期
中
十
数
名
の
海
軍
々
人
を
島
に
置
い
た
。
所

が
十
月
中
旬
之
等
番
兵
の
引
上
け
た
後
を
襲
ふ
猟
船
も
あ
り
、
叉
悉

兵
自
身
も
随
分
密
猟
を
や
っ
た
ら
し
い
。
斯
様
に
し
て
脱
肋
歎
は
減

る
一
方
な
の
で
撚
米
商
含
で
は
千
八
百
八
十
六
年
か
ら
千
八
両
八
十

九
年
ま
で
蝋
獲
を
禁
止
し
、
其
後
も
猫
漉
数
を
激
減
し
た
明
治
州
七

八
年
に
は
ド
サ
ク
サ
紛
れ
に
Ⅱ
木
の
猟
船
が
襲
雌
し
て
雨
年
で
六
千

頭
ば
か
り
の
猟
准
を
し
た
。
三
十
八
年
に
は
軍
令
を
以
て
猟
准
が
禁

’
せ
ら
れ
、
健
年
は
恋
兵
若
干
名
が
脇
に
特
派
さ
れ
た
。
四
十
年
に

は
禁
猟
の
勅
令
が
出
て
，
樺
太
膳
の
巡
査
及
怖
人
若
干
名
を
派
し
て

監
守
せ
し
む
る
こ
と
に
な
っ
た
。
只
免
許
猟
船
に
は
烏
の
朋
州
三
十

海
照
以
外
に
於
て
職
狸
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
居
る
。
こ
ん
な
風
に

し
て
今
川
も
術
脇
は
監
守
き
れ
て
居
る
Ｊ
脇
に
上
陸
し
た
も
の
は
先

づ
最
初
に
次
の
掲
示
を
読
ま
さ
れ
る
。

六

鹿

登
山
流
行
の
心
理
的
考
察

一

一

数
の
幼
獣
が
僅
か
に
背
を
見
せ
て
魚
の
加
く
に
群
ら
が
り
洗
い
で
勝

た
。
東
北
端
に
は
海
蛎
が
三
頭
彼
打
際
に
円
向
ポ
ッ
コ
を
し
て
居
た

此
胎
の
脱
朋
獣
の
上
陸
数
は
年
々
塀
い
る
机
で
、
監
守
員
の
話
で
は

其
年
に
は
約
一
万
頭
の
上
陸
を
兄
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

此
烏
が
脳
肥
獣
の
棲
息
地
で
あ
る
と
云
ふ
事
の
知
ら
れ
た
の
は
今
か

ら
六
十
敬
年
前
で
．
或
る
米
園
の
捕
鯨
船
に
始
め
て
護
見
せ
ら
れ
た

其
後
捕
鯨
船
の
潟
め
に
年
々
数
抵
弧
の
脱
肥
欺
が
濫
獲
せ
ら
れ
、
千

八
百
五
十
五
年
に
は
殆
ど
此
島
の
脇
胴
獣
は
縮
減
し
た
と
云
は
れ
て

居
る
。
随
て
其
後
は
猟
独
も
行
は
れ
ず
、
膿
陥
戦
は
再
び
婚
殖
し
て

来
た
。
十
四
年
の
後
（
千
八
百
六
十
九
年
）
露
米
商
含
の
船
が
此
島
に

来
た
時
に
は
‐
歎
群
は
沿
岸
に
満
ち
、
多
数
の
燃
歎
は
島
の
高
所
に
一

ま
で
何
ひ
上
っ
て
居
る
様
な
右
様
で
船
員
の
上
陸
す
る
偽
め
に
脳
４

朋
献
を
逐
ひ
除
け
る
必
要
が
あ
っ
た
相
だ
。
其
時
は
歎
群
の
除
ｈ
に
一

多
い
の
が
鎮
味
悪
く
て
か
、
猟
を
せ
ず
に
船
は
出
帆
し
て
し
ま
っ
た
。

翌
年
二
隻
の
帆
船
が
密
猟
に
来
て
、
仔
歎
約
六
百
蚊
を
礎
し
、
他
を

殆
ど
全
部
殺
裁
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
露
米
商
含
は
一
一
年
間
猟
狸

を
禁
じ
、
千
八
百
七
十
三
年
か
ら
は
年
々
三
千
頭
乃
至
胴
千
頭
の
若

牡
丈
を
猟
渡
す
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
禁
猟
す
る
と
云
っ
て
も
，

一
隻
の
ス
ク
ー
ナ
ア
型
帆
船
と
、
数
猪
の
ア
リ
ゥ
ト
人
を
残
し
て
笹

く
丈
の
こ
と
で
、
密
猟
船
の
掠
奪
を
完
全
に
阻
止
す
る
こ
と
は
出
来

な
か
っ
た
。
諾
閣
の
密
猟
船
は
鯛
館
で
織
装
し
、
英
、
猫
、
蘭
、
米

等
の
閲
旗
の
下
に
堂
々
ど
掠
奪
に
出
か
け
た
と
の
事
で
あ
る
。
露
幽

政
府
は
千
八
百
八
十
四
年
に
軍
艦
を
派
し
て
数
隻
の
密
猟
船
を
季
捕

事
が
原
因
で
は
あ
る
が
、
今
日
の
如
く
人
心
を
菰
き
寄
せ
る
事
の
亜

大
な
る
理
由
は
、
近
代
文
明
が
近
世
の
人
間
の
心
の
中
に
浦
き
起
こ

さ
し
め
た
或
る
特
殊
な
る
心
理
状
態
に
依
る
も
の
が
多
い
ご
忠
は
れ

る
。
以
下
少
し
此
の
鮎
に
就
い
て
考
察
し
て
見
度
い
。

Dｆ
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・
先
づ
第
一
に
科
享
に
封
す
る
絶
封
的
信
槙
さ
奪
重
の
心
を
畢
け
れ

ば
な
ら
ぬ
。
し
か
も
之
が
．
ス
ポ
ー
ツ
一
こ
し
て
の
登
山
が
行
は
れ
始
め

た
妓
初
の
動
機
で
は
あ
る
ま
い
か
ざ
忍
は
れ
る
。
科
畢
的
興
味
の
奴

隷
ざ
な
っ
た
畢
請
達
が
Ⅲ
編
を
も
科
皐
的
研
究
の
劉
榊
物
さ
し
、
生

物
堅
や
地
硬
畢
や
無
象
畢
上
に
蛍
重
な
る
溌
兇
を
な
し
て
躍
界
に
貢

献
す
る
虚
が
少
く
な
か
っ
た
。
そ
し
て
其
等
は
悉
く
目
新
し
い
題
目

で
あ
っ
た
篤
に
著
し
く
就
曾
の
人
心
を
惹
き
つ
け
た
。
科
畢
高
能
を

信
じ
て
居
た
人
々
は
此
の
新
し
い
畢
者
の
研
究
に
満
腔
の
信
頼
一
ご
奪

敬
さ
を
擁
け
た
も
の
で
あ
る
。
新
し
い
物
を
奪
敬
す
る
時
に
は
其
れ

に
鋤
す
る
模
倣
慾
が
起
き
為
。
之
が
即
ち
流
行
で
あ
る
。
斯
く
し
て

素
人
氷
河
皐
者
が
出
来
、
海
山
植
物
採
集
家
が
出
来
て
来
た
。
此
等

の
人
の
登
山
言
云
ふ
事
が
一
般
人
士
の
好
奇
心
一
へ
』
膜
倣
慾
さ
を
そ
Ｌ

っ
て
次
第
に
一
の
大
な
る
流
行
を
作
る
基
礎
を
な
し
た
の
で
あ
る
。

近
代
思
想
に
一
大
感
化
を
典
へ
た
唯
物
主
義
の
科
畢
奪
重
は
、
登
山

に
も
亦
大
な
る
開
係
を
右
し
て
居
る
の
で
あ
る
。

次
に
蕊
川
流
行
の
限
を
な
し
た
心
理
を
云
へ
ば
、
近
代
文
明
が
作

り
上
げ
た
都
市
生
活
の
反
自
然
的
傾
向
に
封
す
る
反
抗
心
、
解
放
慾

で
あ
る
。
即
ち
簡
易
生
活
の
慾
求
で
天
然
庄
活
に
封
す
る
慌
様
で
あ

る
ｏ
だ
か
ら
登
山
が
巌
早
く
且
藤
に
行
は
れ
た
の
が
、
近
代
的
都
市

の
最
早
く
叉
最
完
全
に
畿
遥
し
た
英
図
に
於
け
る
人
々
の
間
で
あ
る

事
に
よ
っ
て
も
明
で
あ
る
。
即
ち
英
図
の
ア
ル
パ
州
ン
倶
楽
部
は
一

千
八
百
五
十
七
年
に
枇
界
峨
初
の
山
岳
含
さ
し
て
設
立
せ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
事
を
見
て
も
窺
知
す
る
事
が
出
来
る
で
あ
ら
う
。
シ
ル
ク

来
た
。
し
か
し
叉
一
方
に
於
て
は
此
の
絶
え
ざ
る
刺
戟
の
連
綾
か
ら

逃
れ
て
、
静
に
興
蕪
し
過
ぎ
た
祁
綴
を
休
め
た
い
言
云
ふ
欲
求
が
あ

る
。
離
隔
せ
ら
れ
た
向
然
に
鋤
す
る
あ
く
が
れ
も
あ
る
。
其
の
結
果

ぐ
）
．
し
て
自
然
の
風
物
に
接
し
度
．
い
一
こ
の
希
望
が
あ
る
が
、
此
れ
も
穏

和
な
静
安
な
紫
色
で
は
到
底
物
足
り
な
く
て
満
足
が
出
来
な
い
。
だ

か
ら
し
て
野
や
氷
に
閉
ぢ
ら
れ
た
、
城
め
て
色
彩
ざ
形
象
さ
の
溌
化

が
大
き
く
て
刺
戟
の
亜
烈
な
山
岳
へ
足
の
向
く
様
に
な
る
の
も
無
理

は
な
い
。
山
儒
で
は
細
く
て
の
物
が
弧
い
、
大
き
い
，
粗
っ
ぽ
い
そ

れ
だ
か
ら
現
代
人
の
岬
好
に
迦
す
る
の
で
あ
る
。

更
に
考
慮
に
加
ふ
可
き
は
自
由
主
義
の
思
想
で
あ
る
。
自
由
の
要

求
は
古
来
種
々
の
方
而
に
向
っ
て
叫
ば
れ
た
が
此
虚
で
老
ふ
可
き
は

個
性
の
向
山
に
鋤
す
る
欲
求
で
あ
っ
て
、
之
が
叉
登
山
流
行
の
心
理

に
開
係
が
あ
る
の
で
あ
る
。
現
代
の
耐
命
制
度
糾
織
に
不
満
さ
反
抗

の
盤
を
暴
け
て
、
束
縛
さ
れ
た
個
性
の
自
由
護
峻
の
地
を
探
求
し
て

得
た
も
の
が
山
岳
で
あ
っ
た
。
山
岳
に
於
て
は
細
く
て
の
人
が
現
代

祇
含
を
支
配
し
て
居
る
法
律
上
、
祇
含
上
銅
縄
潜
上
の
兼
別
を
撤
陵

し
て
平
等
一
へ
」
な
り
、
自
由
な
る
個
性
の
活
動
を
許
す
の
で
あ
る
。
尤

も
俗
物
共
が
山
岳
へ
多
く
入
り
出
す
ざ
、
此
の
差
別
を
つ
け
た
が
っ

て
困
る
が
、
山
儒
の
本
然
の
性
愛
は
平
等
で
あ
っ
て
、
俗
祇
含
の
厭

は
し
い
階
級
や
差
別
は
な
い
も
の
で
あ
る
。
其
の
懐
に
入
る
考
は
悉

く
同
じ
平
等
な
る
自
然
の
兇
で
あ
る
。
登
山
に
よ
っ
て
祇
曾
的
苦
痛

さ
不
満
さ
を
一
締
す
る
ぐ
）
云
ふ
の
は
、
恐
ら
く
此
の
時
の
心
理
状
態

を
云
ふ
の
で
あ
ら
う
ざ
忠
ふ
。
・
・

ハ
ッ
ト
や
コ
ル
セ
ッ
ト
の
生
活
者
が
其
の
内
的
慾
求
の
目
醒
め
に
際

し
て
掴
ん
だ
も
の
は
登
山
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

享
楽
主
義
も
亦
登
山
の
流
行
を
助
け
た
も
の
一
へ
）
脳
ふ
。
憎
能
的
欲

求
の
充
足
に
全
力
を
注
い
で
、
快
楽
の
永
納
に
よ
っ
て
幸
祁
を
求
め

辻
〈
庭
に
人
生
の
意
義
を
兄
出
そ
う
一
こ
し
た
人
禽
は
、
巳
が
生
活
の
班

境
を
作
る
あ
ら
ゆ
る
事
物
に
依
っ
て
得
も
る
可
き
赦
楽
を
味
ひ
識
し

て
も
術
不
足
さ
不
満
に
脇
ら
れ
、
何
物
か
此
の
欲
求
を
満
た
し
て
飽

満
の
感
琵
に
よ
っ
て
淡
い
幸
一
流
を
輿
へ
ら
れ
た
い
ざ
願
っ
て
遂
に
一

の
新
し
い
識
山
を
得
た
の
で
あ
る
。
》
処
に
肇
山
者
は
一
の
享
楽
主
義

者
で
あ
る
、
少
く
も
蚕
山
中
は
然
り
で
あ
る
。
苦
痛
、
不
自
由
、
危

険
の
中
に
自
ら
を
置
い
て
、
北
〈
後
に
来
る
可
き
赦
楽
の
味
を
勝
一
帰
一

濃
厚
に
し
て
之
を
貧
ら
ん
一
こ
す
る
の
が
登
山
者
で
あ
る
。
而
し
て
人
６

生
を
享
梁
主
義
者
の
眼
よ
り
眺
め
る
時
に
は
、
登
山
も
亦
一
の
赦
梁
一

で
あ
り
，
従
っ
て
誼
徳
で
あ
る
。

近
代
文
明
の
薪
し
い
進
歩
ぐ
）
共
に
、
生
活
は
名
々
目
ま
ぐ
る
し
ぃ

位
に
其
の
被
雑
さ
を
哨
し
て
行
く
。
そ
し
て
機
械
に
急
き
立
て
ら
れ

て
終
日
狂
人
の
様
に
働
き
通
す
現
代
人
の
祁
継
は
術
に
将
だ
ち
、
典

恋
し
て
居
る
の
で
、
除
程
弧
烈
な
刺
那
的
刺
戟
を
受
け
な
け
れ
ば
感

興
を
起
す
事
が
な
い
ｏ
だ
か
ら
生
括
の
睡
辿
さ
苦
痛
さ
か
ら
逃
れ
て

或
る
慰
安
を
求
め
歓
楽
を
追
ふ
に
し
て
も
．
静
な
弱
い
刺
戟
に
依
っ

た
の
で
は
到
底
駄
目
で
あ
る
。
そ
れ
だ
か
ら
し
て
結
蓋
も
普
楽
も
演

劇
も
伺
皆
弧
烈
な
印
象
的
な
表
現
法
を
・
こ
る
様
に
な
っ
て
来
、
特
に

最
弧
い
刺
戟
で
Ⅱ
剃
那
的
の
興
恋
で
あ
る
性
慾
の
方
面
が
目
立
っ
て

』

以
上
は
現
代
人
が
登
山
を
要
求
す
る
心
理
で
あ
る
が
、
之
が
流
行

す
る
事
今
円
の
如
き
に
至
っ
た
理
曲
さ
し
て
は
次
の
原
伽
を
掲
げ
ね

ば
な
ら
ぬ
。
即
ち
現
代
人
の
愛
新
姓
が
芳
し
く
弧
大
さ
な
り
つ
上
あ

る
事
『
及
吐
含
公
衆
の
感
興
を
惹
き
つ
，
あ
る
事
物
に
は
己
も
興
味

を
懐
き
、
公
衆
の
思
想
を
ｎ
ら
も
持
ち
た
い
ざ
云
ふ
公
衆
心
理
の
綾

達
し
た
覗
き
の
二
つ
に
依
っ
て
助
け
ら
れ
て
居
る
言
云
ふ
率
で
あ
る

従
っ
て
奈
川
ざ
云
ふ
一
の
流
行
の
透
達
普
及
が
急
進
的
で
あ
り
、
普

迦
的
で
あ
る
。
即
ち
若
し
此
の
二
つ
が
存
在
せ
ぬ
な
ら
ば
、
登
山
ざ

云
ふ
様
な
或
る
特
殊
な
る
個
人
的
趣
味
が
肺
含
全
般
の
感
興
老
呼
び

起
し
，
今
日
兄
る
如
き
嘘
大
な
る
流
行
を
莱
式
課
に
は
行
か
な
い
。

愛
新
性
は
棋
倣
性
を
導
き
出
し
て
流
行
の
基
礎
を
作
り
、
公
衆
心
理
一

は
新
聞
ざ
雑
誌
さ
の
力
に
よ
っ
て
此
の
流
行
を
蒋
並
的
に
し
た
の
で
７

あ
る
。
だ
か
ら
蓋
仙
の
流
行
一
ご
云
ふ
職
が
見
る
ぐ
』
此
の
二
班
が
妓
大
一

切
な
る
要
素
を
な
す
の
で
あ
る
。

近
来
注
意
衣
べ
き
傾
向
は
、
一
般
思
想
界
に
於
て
現
は
れ
来
つ
た

新
理
想
主
義
、
祁
秘
主
義
に
支
配
せ
ら
れ
た
偏
に
、
益
川
心
理
に
朱

教
的
及
び
蕊
術
的
傾
向
の
塘
加
し
つ
具
あ
る
事
で
あ
る
禅
宗
数
的
意

義
を
含
む
登
山
は
、
登
山
ざ
云
ふ
も
の
が
行
は
れ
た
最
初
の
動
機
で

あ
っ
た
率
は
東
西
共
に
其
の
軌
を
一
に
し
て
居
る
。
大
古
の
率
は
間

は
す
き
も
、
藤
迦
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
（
雪
山
）
に
入
り
、
キ
リ
．
ス
ト
は
シ

ナ
イ
山
上
に
叫
ん
だ
。
日
本
の
登
山
は
役
小
角
に
よ
っ
て
開
か
れ
た

も
の
で
あ
る
を
思
へ
ば
如
何
に
蓋
山
が
宗
教
ぐ
）
開
係
を
深
く
右
す
る

か
ｒ
明
で
あ
る
。
特
に
日
本
に
於
て
は
行
者
な
る
譜
に
よ
っ
て
導
か
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上

１－

､鞘

一

９

Ｐ

Ｉ
侭

○
１
，
刺
ニ
ア

倣
磯
山
菜
は
東
北
地
方
の
驚
異
で
あ
ら
ね
ば
な
余
ｂ
ぬ
。
火
．
嵩
な
山

容
と
そ
の
包
括
力
と
に
は
自
づ
と
敬
虚
の
念
が
湧
き
出
て
来
る
。
数

多
い
壷
路
も
従
っ
て
祁
島
、
新
潟
、
山
形
の
三
方
而
よ
り
記
述
し
て

行
く
こ
と
と
す
る
。

れ
る
御
岳
教
其
他
の
山
岳
宗
教
に
於
て
は
純
然
た
る
宗
教
的
意
義
に

於
て
の
登
山
を
行
っ
て
届
る
。
し
か
し
此
庭
に
云
ふ
の
は
所
謂
山
岳

宗
教
の
目
的
さ
す
る
素
撲
な
る
信
仰
よ
り
す
る
の
言
は
異
っ
た
意
義

に
於
て
の
宗
教
的
熱
分
の
加
は
っ
た
蓋
川
心
理
を
溌
見
す
る
の
で
あ

る
。
元
来
宗
教
ｓ
云
ふ
定
義
も
難
し
い
も
の
で
あ
る
け
れ
さ
、
暇
に

一
・
自
我
以
外
に
或
る
絶
鋤
椛
威
脊
を
認
識
す
る
卿
一
一
へ
）
云
ふ
心
理
状
態

を
宗
教
心
さ
す
る
な
ら
ば
、
蕊
山
心
理
に
此
の
心
の
催
入
の
傾
向
を

認
め
る
事
が
薯
し
く
な
っ
た
言
云
ふ
事
が
出
来
る
。
し
か
も
之
が
雲

術
に
封
す
る
惟
僚
に
結
合
し
て
次
第
に
登
山
行
の
心
を
没
し
つ
ｋ
あ

る
事
を
感
受
す
る
。
此
の
傾
向
が
根
ざ
す
庭
は
新
理
想
主
義
及
び
祁

秘
主
義
の
勃
興
に
依
る
も
の
で
あ
っ
て
、
科
皐
に
鋤
す
る
期
待
の
無

惨
な
る
破
滅
ざ
現
資
の
み
に
艇
ｂ
得
ぬ
心
の
不
安
さ
か
ら
生
じ
た
‘
ら

の
ざ
思
は
れ
る
。
造
形
塾
術
は
静
的
で
あ
り
一
汗
等
蕊
術
は
動
的
で
あ

Ｌ

飯
豊
山
の
登
路
に
就
い
て

鴬
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ｉ
‐
祁
烏
際
方
而
ｌ
即
ち
含
津
口
と
称
し
て
、
沃
野
の
入
舎
は
雌

績
と
信
仰
に
よ
り
精
進
し
て
登
り
行
く
。
こ
れ
も
一
ノ
戸
口
、
弼
平

四
郎
口
の
二
方
面
よ
り
す
る
。

一
ノ
戸
口
は
盤
越
線
の
山
都
騨
よ
り
三
里
の
一
ノ
戸
部
落
よ
り
登

る
さ
云
ふ
が
、
山
岳
の
塾
術
的
侭
値
は
此
の
雨
者
兼
ね
る
も
の
で
あ

る
。
太
陽
の
輝
き
、
雲
の
流
れ
は
そ
上
り
立
つ
川
嶺
さ
共
に
造
形
蕊

術
の
精
華
を
作
り
、
雷
迩
の
は
た
め
き
、
峰
風
の
吃
り
は
晋
難
葵
術

の
粋
美
花
偏
す
も
の
で
あ
る
。
此
の
蕊
術
に
よ
っ
て
信
念
の
擬
り
所

を
失
っ
て
不
安
の
境
に
漂
ふ
現
代
人
は
辛
ふ
じ
て
心
の
平
静
を
保
た

ん
一
へ
）
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
之
を
根
本
的
に
救
ひ
出
す
の
は
宗
教

で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
崇
高
の
感
、
偉
大
の
感
、
悠
久
の
念
は
悉
く

宗
教
心
を
刺
戟
し
て
人
を
し
て
絶
封
椛
威
者
を
求
め
し
む
る
も
の
で

あ
る
。
故
に
斯
ろ
蕊
術
の
上
に
立
っ
て
其
の
蹄
趨
を
指
し
示
す
山
添

の
宗
教
的
意
義
に
脳
れ
様
さ
希
っ
て
登
山
す
る
人
々
が
次
第
に
増
加

せ
ん
言
し
つ
上
あ
る
。
此
施
に
於
て
吾
人
の
心
に
映
す
る
登
山
は
一

の
科
畢
で
あ
り
、
道
徳
で
あ
り
，
蕊
術
で
あ
り
、
叉
同
時
に
宗
教
で

あ
る
』
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二一二

ろ
の
で
あ
る
ｏ
此
庭
に
は
行
者
の
馬
の
み
の
宿
屋
が
一
一
三
十
軒
も
並

ん
で
ゐ
て
蕉
の
盆
前
後
は
そ
の
人
達
は
未
明
に
宿
を
出
て
絶
頂
の
祁

杜
に
詣
で
夕
方
迄
に
下
山
し
て
了
ふ
。
精
進
と
ぎ
で
大
騒
ぎ
を
さ
れ

る
時
等
は
厭
に
な
る
が
道
は
蛮
際
立
派
で
あ
る
。
一
一
里
行
っ
た
所
に

木
地
引
の
み
の
川
入
部
落
が
あ
り
、
こ
ｋ
か
ら
大
白
布
漂
を
登
っ
て

御
津
で
こ
れ
と
別
れ
る
。
長
坂
と
云
っ
て
木
の
根
の
露
出
し
た
、
針

潤
混
禰
の
樹
帯
の
間
を
ぐ
ん
ノ
ー
登
り
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る

途
中
小
屋
は
五
六
個
所
あ
っ
て
一
を
参
詣
者
に
手
を
瀧
が
せ
水
銭

を
と
っ
て
洞
を
参
拝
さ
せ
る
。
勿
論
相
懲
の
食
料
品
は
あ
る
か
ら
或

る
鮎
で
は
而
倒
で
あ
る
が
、
案
外
便
利
な
こ
と
も
あ
る
。
蕊
ｂ
つ
め

る
と
地
蔵
山
の
一
一
一
角
黙
に
出
る
。
こ
上
か
ら
少
し
下
っ
て
一
一
一
剛
岳
に

登
る
剣
崇
の
岩
に
と
り
か
上
る
の
で
あ
る
。
錨
の
下
っ
て
ゐ
る
等
は

而
臼
い
ｏ
途
中
弘
法
大
師
護
摩
所
と
云
ふ
附
近
か
ら
大
内
布
深
に
向

っ
て
岩
が
平
板
状
を
な
し
て
走
っ
て
ゐ
ろ
が
昔
の
一
．
太
陽
』
に
・
氷
河

の
痕
跡
等
と
稗
か
れ
た
の
は
疑
は
し
い
。
断
府
の
峰
線
で
は
な
い
か

と
も
思
は
れ
る
。
三
凹
岳
で
粥
平
川
郎
迩
と
合
し
て
、
本
山
に
細
く

尾
根
の
起
伏
に
と
り
つ
く
や
う
に
な
る
。
キ
ン
レ
ィ
ク
ワ
が
錐
し
く

雲
路
に
而
し
て
咲
い
て
居
る
。
よ
く
行
審
の
下
り
て
来
る
の
に
途
ふ

と
》
・
御
山
は
晴
天
，
と
浴
せ
か
け
れ
ら
ろ
『
好
い
、
に
御
参
詣
』
と

決
り
文
句
を
蹄
し
て
や
る
。
人
と
人
と
の
交
渉
は
至
っ
て
簡
剛
な
も

の
で
あ
る
。
器
を
い
く
つ
も
上
り
下
り
を
や
っ
て
種
蒔
川
に
出
る
。

一
体
こ
の
山
は
米
と
か
二
百
十
日
と
か
に
除
程
開
係
し
て
居
る
ら
し

く
種
薄
の
小
屋
の
傍
に
は
茜
代
が
あ
っ
て
白
米
が
渋
っ
て
ゐ
る
。
マ

L】

一
一

ｒ
声

『

＝､:一

て
行
く
が
先
年
等
は
反
っ
て
こ
の
附
近
の
潅
木
糖
に
ま
ぎ
れ
込
ん
で
霧
が
あ
る
同
じ
越
後
の
小
池
氏
の
侭
た
三
祁
一
ど
共
に
右
名
で
あ
る
。

人
が
死
ん
だ
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
附
近
の
石
室
の
感
じ
は
好
笹
川
の
表
川
と
裏
川
と
の
落
合
は
銑
い
細
谷
を
な
し
て
奇
概
で
あ
る

い
ｏ
ヤ
マ
ハ
ー
コ
、
マ
ッ
ム
シ
サ
ウ
、
ハ
ク
サ
ン
ラ
ミ
ナ
へ
シ
、
テ
ー
‐
‐
‐
新
潟
蝦
方
而
－
１
新
溌
川
か
ら
五
肌
の
赤
杵
村
か
ら
加
治
川
の

ヤ
マ
ノ
エ
ン
ド
ウ
等
に
附
ま
れ
て
一
而
に
明
る
い
陽
を
浴
び
て
ゐ
る
峡
杵
を
遡
る
の
で
あ
る
。
こ
の
紀
行
は
『
山
岳
』
一
一
一
年
三
雛
に
大
卒

室
の
主
人
も
親
切
で
あ
る
。
幾
つ
も
の
楽
を
越
え
た
後
に
漸
く
硬
上
氏
が
結
細
に
禅
い
て
鵬
ら
れ
ろ
。
蓋
し
飯
挫
蕊
山
路
中
の
雌
所
で
あ

る
ｏ
矢
張
り
大
平
氏
と
全
、
同
様
に
湯
の
卒
淵
糸
と
洗
濯
灘
に
蕗
衝

に
出
る
ｏ
祁
就
が
あ
り
立
派
な
小
屋
迄
あ
る
。

眺
望
は
絶
惟
で
あ
る
。
佐
渡
、
梨
生
の
二
脇
、
信
濃
川
卒
と
猟
彦
し
て
幾
つ
た
の
で
あ
っ
た
。
加
愉
川
の
沃
野
は
米
の
礎
の
良
い
こ
と

Ⅲ
、
村
上
平
等
は
西
方
に
は
っ
き
り
現
ば
れ
・
小
凹
の
将
の
頭
に
は
で
有
名
で
あ
る
。
蝋
逝
が
赤
杯
迄
近
い
中
に
開
迦
し
戯
山
の
大
ん
的

脇
海
、
朝
Ⅱ
、
月
山
が
厳
然
と
し
て
ゐ
る
ｏ
職
主
も
米
灘
平
野
も
将
探
砿
絶
始
め
る
さ
う
で
あ
る
。
恢
際
飯
磯
を
中
心
と
し
て
附
近
に
砿

斐
も
溌
梯
も
淵
茄
代
湖
ま
で
兄
ぬ
る
。
含
津
盆
地
の
先
に
は
Ｈ
光
、
燕
物
の
多
い
こ
と
は
驚
く
藤
で
あ
る
。
背
は
こ
の
逆
は
盛
っ
た
さ
ぅ

利
根
の
上
流
地
方
の
連
山
が
見
渡
さ
れ
る
。
去
年
登
っ
た
時
こ
の
大
で
あ
る
が
今
は
全
然
奈
山
者
が
な
い
か
ら
し
て
案
内
希
を
必
要
と
す
一

観
に
接
し
て
花
然
と
し
て
了
っ
た
ｏ
・
ろ
。
片
野
治
三
郎
爺
は
七
十
近
か
つ
た
が
賞
に
確
蛮
で
あ
っ
た
。
然
立

猟
平
四
郎
口
に
再
び
蹄
っ
て
行
く
ｏ
徳
操
畔
か
ら
五
肌
余
林
職
の
・
し
人
夫
も
こ
の
道
を
脈
ふ
て
居
る
ら
し
い
。
疫
際
ひ
き
い
。
尾
根
に
一

軌
道
に
沼
ふ
て
登
っ
て
行
け
ば
撚
平
四
郎
に
入
る
。
木
地
引
が
多
く
出
て
梅
花
皮
羅
の
頭
を
見
る
と
極
立
っ
た
僚
線
を
引
い
て
擁
へ
て
ゐ

カ
イ
ラ
Ｙ

何
と
か
の
落
人
と
も
云
れ
て
居
る
。
灘
を
登
る
と
長
坂
に
か
上
る
。
る
。
地
祁
山
へ
か
け
て
の
縦
走
ｕ
胎
内
川
峡
谷
も
興
味
あ
る
も
の
と

然
し
こ
の
蓮
に
は
全
然
小
躍
は
無
い
し
展
望
も
利
か
な
い
。
・
一
・
瓜
尼
恩
ふ
。
御
池
附
近
か
ら
西
ヶ
岳
へ
か
け
て
の
山
海
は
撚
地
で
あ
っ
て

根
を
下
り
て
残
雪
を
降
り
大
日
布
漂
の
上
に
出
る
と
案
外
梁
に
な
る
非
常
に
美
は
し
い
御
花
畑
を
呈
し
て
ゐ
る
。
含
津
駒
と
類
似
鮎
を
見

鎮
持
の
よ
い
道
が
一
一
一
団
岳
に
綾
い
て
ゐ
る
。
要
す
る
に
平
凡
な
道
で
出
す
の
で
あ
る
。

あ
る
。
ｉ
山
形
際
方
而
ｌ
ｌ
米
灘
ロ
の
岩
倉
か
ら
の
登
路
と
小
図
方
而
の

山
麓
の
奥
川
村
の
玉
木
靖
一
氏
信
飯
豊
柿
物
の
泰
斗
で
あ
り
そ
の
東
瀧
よ
り
の
奈
路
は
地
蔵
岳
に
合
し
て
切
合
せ
に
出
て
来
る
の
で
ぁ

態
度
に
は
全
く
敬
服
し
て
了
ふ
奥
川
村
か
ら
山
越
噸
に
秘
後
の
資
川
ろ
米
繰
口
か
ら
も
年
々
相
鴬
に
信
者
は
登
っ
て
束
ろ
。

に
出
こ
の
上
流
か
ら
大
日
岳
へ
も
登
り
得
る
さ
う
で
あ
る
賓
川
の
部
米
津
平
野
か
ら
西
走
し
て
ゐ
る
越
後
街
道
沿
ひ
の
小
国
村
か
ら
眺

落
も
猪
俣
氏
の
隠
れ
た
所
で
一
種
の
大
家
族
制
度
を
と
り
面
白
い
風
め
た
飯
豊
の
山
容
は
全
然
含
津
、
越
後
方
而
と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
程

イ
ヅ
ル
サ
ウ
と
な
コ
ゼ
ン
タ
チ
バ
ナ
等
の
名
を
受
え
て
ゐ
る
植
物
が

溌
木
の
根
元
に
灘
山
咲
い
て
ゐ
る
。
尾
根
を
か
ら
み
始
め
る
と
直
ぐ

残
雪
が
一
而
に
道
を
被
ふ
や
う
に
な
る
。
ハ
ク
サ
ン
チ
Ｆ
リ
、
キ
ン

パ
イ
サ
ウ
が
出
て
来
る
。
殊
に
ナ
ン
キ
ン
コ
ザ
ク
ラ
、
イ
ハ
ヵ
蕊
、
Ｚ

ア
テ
ノ
ッ
ガ
ザ
ク
ラ
、
チ
ン
グ
ル
マ
等
の
群
落
の
美
し
さ
に
致
つ
て

は
何
と
も
云
へ
な
い
ｏ
切
合
せ
と
云
ふ
所
で
米
灘
口
の
道
と
合
し
て

ゐ
る
。
こ
の
附
近
に
野
生
し
て
ゐ
る
百
合
の
根
を
よ
く
室
の
人
は
食

は
し
て
呉
れ
た
ｏ
雲
は
無
性
に
多
い
。
雲
解
の
後
に
シ
ラ
ネ
ァ
フ
ヒ
、

ノ
ギ
ラ
ン
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ヂ
サ
ウ
の
咲
い
て
ゐ
る
の
が
気
分
を
そ
及

っ
て
来
る
。
車
腫
塚
と
云
ふ
の
が
あ
っ
て
こ
里
の
室
の
主
人
は
吾
々

に
欺
職
左
穿
き
か
へ
る
か
催
の
満
で
清
め
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
こ

う
し
た
小
陰
の
主
は
早
朝
か
ら
参
詣
看
な
注
意
し
て
ゐ
る
か
ら
侭
過

は
大
概
礎
て
ゐ
る
の
で
幾
度
も
願
は
さ
れ
ず
に
潜
ん
だ
。
イ
ハ
ィ
テ

フ
、
イ
ハ
ワ
ウ
ギ
が
咲
い
て
陥
り
、
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
は
灘
山
に
群

が
っ
て
ゐ
る
ｏ
大
叉
灘
と
蝦
笹
川
上
流
の
深
い
諮
将
が
右
方
に
見
え

非
附
に
興
味
が
あ
る
ｏ
蝶
笹
の
黙
に
は
残
騨
が
長
く
延
び
て
頂
上
か

ら
大
Ｈ
舟
へ
か
け
て
の
脇
し
い
雪
原
が
そ
の
上
を
巡
っ
て
ゐ
る
。
火

Ⅱ
岳
は
雄
大
な
犯
し
雌
い
群
貌
で
晩
み
返
し
て
居
る
。
心
は
一
途
に

向
っ
て
了
ふ
。
秘
黒
の
行
粁
が
一
．
大
日
へ
行
っ
て
締
っ
て
来
・
た
人
は

な
い
と
云
ふ
か
ら
ね
』
と
帥
秘
な
服
で
一
五
つ
た
こ
と
も
浮
ん
で
来
る

ス
ソ

兎
に
角
懐
し
み
の
な
い
川
で
あ
る
。
や
が
て
御
秘
所
と
云
ふ
所
に
出

る
。
蓮
は
山
怖
と
云
っ
て
断
雌
の
上
を
僻
ふ
蓮
と
中
程
を
卿
噛
み
つ

い
て
渡
る
所
と
あ
る
。
行
蒜
は
身
の
職
れ
を
試
ろ
傭
に
中
腹
を
這
つ

Ⅲ９



大
正
拾
年
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此
の
雑
誌
は
山
岳
、
ス
キ
ー
、
旅
行
に
興
味
を
持
犬
ろ
ろ
人
々
の
有
効
な

機
闘
雑
誌
と
塵
し
永
い
考
で
あ
り
ま
す
。
勿
論
吾
々
の
様
な
微
力
な
希
で
は

充
分
な
事
は
出
来
ま
す
ま
い
が
、
隣
く
各
方
面
の
人
々
が
此
の
雑
誌
に
好

意
を
持
ち
力
悲
添
え
て
下
さ
つ
天
な
ら
ば
同
趣
味
老
さ
し
て
相
互
に
秋
ろ

使
盆
は
浅
か
ら
ぬ
も
の
と
老
へ
ま
す
、
山
岳
、
ス
キ
ー
、
旅
行
に
側
す
る

こ
さ
な
れ
ば
何
事
に
よ
ら
ず
此
の
雑
誌
を
利
用
せ
ら
れ
ん
事
を
所
り
ま
す

×
紀
行
文
、
意
見
、
研
究
、
其
他
何
種
の
も
の
で
も
原
稿
は
全
て
一
行

廿
二
字
諮
、
行
を
改
む
ろ
時
は
一
半
下
げ
る
難
。

×
篤
反
は
印
識
一
枚
を
送
っ
て
下
さ
い
。
題
名
、
搬
影
者
其
他
そ
の
篤

填
に
閥
す
る
事
を
な
る
べ
く
詳
細
に
書
添
え
て
下
さ
い
。

×
又
弁
地
状
況
の
迩
備
は
一
片
の
莱
稗
で
管
も
龍
知
ら
せ
下
さ
い
。

×
原
稿
の
取
拾
は
編
枇
老
に
お
任
せ
下
さ
い
。
投
稲
に
閥
し
て
は
出
来

る
だ
け
御
相
談
に
職
じ
れ
い
と
思
ひ
ま
す
。

×
本
含
に
棚
す
る
一
切
の
鞭
柄
は
別
記
蔀
務
所
に
就
き
御
照
愈
走
乞
ふ

×
山
と
ス
キ
ー
の
含
は
北
海
道
帝
幽
大
畢
文
武
倉
ス
キ
ー
部
の
右
志
部

興
の
組
織
し
て
居
る
倉
で
す
○

一一マーーヨ〆＝～一
Ⅶ

谷
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有
明
口
登
山
案
内
者
組
合
賃
金
表

秀
麗
で
あ
る
。
西
岳
、
梅
花
皮
、
地
利
、
夜
群
、
聞
礎
等
が
蝦
し
い

雲
を
戴
い
て
ゐ
る
。
王
川
の
水
も
玲
確
と
澄
み
切
っ
て
ゐ
る
ｏ
こ
れ
（
大
正
十
年
度
ノ
標
準
）

を
遡
っ
て
川
入
部
落
を
過
ぎ
人
叉
灘
と
横
山
灘
の
出
合
か
ら
尼
根
に
案
内
者
金
武
脚
参
拾
銭
（
入
山
中
ノ
ー
切
ノ
資
料
ハ
登
山
者
ノ
登
捲

ト
ス
）

崎
熊
撰
鯉
紗
触
柵
Ⅷ
職
灘
灘
搬
継
統
総
念
山
脈
㈹
精
明
騨
Ｉ
中
房
蕊
会
明
蕊
Ｉ
燕
小
壁
中
房

ム
ニ
ノ
俣
小
屋

見
い
る
附
近
に
行
っ
て
露
管
し
た
の
で
あ
っ
た
。
通
が
善
か
っ
た
偽
中
房
Ｉ
常
念
坊
公
燕
小
屋
Ｉ
検
鐸
小
屋
等
ハ
登
日
愛
金

一
人
で
蕊
れ
た
が
案
内
若
は
矢
張
り
必
襲
で
あ
る
。
途
中
の
眺
望
の
大
槍
線
側
中
房
１
大
検
小
屋
△
燕
小
屋
１
大
槍
小
陸
ハ
堂
日
賃

金
③
大
検
小
屋
檎
灘
小
屋
及
常
念
坊
等
ヨ
リ
上
商
地
ハ
蕊

美
し
さ
に
は
心
が
動
い
て
了
ふ
。
梁
は
随
分
上
り
下
り
し
て
水
も
な

い
軽
い
尾
根
で
は
あ
る
が
、
附
近
の
山
の
眺
に
よ
っ
て
常
に
慰
め
ら
Ｒ
賃
金

れ
る
。
オ
ホ
バ
コ
ス
ミ
レ
や
オ
ホ
サ
ク
ラ
サ
ウ
が
恥
ら
な
く
可
愛
い
㈹
上
高
地
及
白
骨
温
泉
ヨ
リ
信
濃
蹴
蓮
一
日
市
場
迄
ハ

金
参
側

イ
ス
が
美
し
い
。
大
し
た
苦
勢
も
せ
ず
し
て
頂
上
に
出
ら
れ
る
。
只
残
乗
鞍
線
⑥
上
高
地
１
年
湯
淵
泉
今
上
高
地
１
（
向
骨
）
今
牢
湯
Ｉ

催
松
帯
に
入
れ
ば
イ
ワ
ギ
キ
ャ
ウ
、
ム
シ
ト
リ
ス
、
と
し
、
ェ
ｉ
デ
ル
ワ

乗
鞍
頂
上
Ｉ
白
骨
等
ハ
壷
日
賃
金

⑥
夜
間
ノ
努
務
ハ
倍
賃
金
テ
申
シ
受
ク

雲
の
上
を
歩
く
畔
は
恐
ろ
し
い
。
こ
の
逆
位
趣
味
の
あ
る
と
こ
ろ
は

無
い
で
あ
ら
う
。
栴
山
灘
の
韓
撚
、
地
紳
の
雲
総
等
の
雄
大
に
は
鷲
荷
物
ノ
郷
亜
二
依
り
蓋
山
者
卜
和
談
ノ
上
相
営
ノ
震
金

テ
巾
受
ク
ル
コ
ト
ァ
ル
ベ
シ

か
す
に
は
居
ら
れ
な
い
ｏ
名
も
知
ら
ぬ
高
山
植
物
も
潔
山
に
あ
る
。

ｎ
入
山
中
暴
風
雨
二
遡
上
露
後
地
若
シ
ク
ハ
浦
泊
地
一
一

こ
の
道
は
完
全
に
飯
豊
を
代
表
す
る
も
の
と
老
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る

終
日
雛
城
ス
ル
場
合
モ
規
定
賃
金
テ
申
シ
受
ク

⑧
北
安
大
町
方
面
ハ
大
町
登
山
案
内
者
組
合
規
約
二
基

峨
後
に
こ
の
蕊
路
を
蕊
山
家
に
棚
め
進
非
見
逃
さ
れ
ぬ
こ
と
を
願
ふ

の
で
あ
る
。
キ
贋
金
テ
印
シ
受
ヶ
信
鵬
蹴
逆
大
町
解
ヨ
リ
右
明
騨
ノ

往
復
ノ
汽
車
賃
ラ
申
受
ク

ー
’
一
九
一
六
か
ち
毎
年
こ
の
山
錐
中
に
入
っ
て
居
っ
末
が
、
何
も
獲
る

其
ノ
他
ハ
日
程
二
膳
ジ
相
営
卜
認
メ
タ
ル
日
怖
テ
印
シ

所
の
な
い
の
は
恥
し
い
位
で
あ
る
０
円
本
ア
ル
プ
ス
か
ら
傾
向
が
東
北
Ｆ

受
ク
荷
物
ノ
直
披
重
堂
ハ
普
通
五
笈
匁
内
外
ト
ス

但
シ
時
堂
ニ
ョ
リ
此
ノ
限
リ
ニ
ァ
ラ
ズ

向
ふ
の
芯
切
望
す
る
も
の
で
あ
る
Ｉ
ｌ

信
州
南
安
曇
郡
有
明
騨
前

×
×
×

有
明
登
山
案
内
者
組
合
出
張
所

六
月
の
野
恋
そ
の
沸
浄
な
色
と
番
に
揺
ぎ
眼
溌
ま
ず
鈴
闘
の
花
が
、
ま

だ
青
い
初
衣
な
脱
ぐ
前
に
無
慈
悲
な
人
だ
の
醜
い
手
に
む
し
り
取
ら
れ
て

・
し
淡
ふ
の
は
遺
憾
に
た
え
な
い
。
ど
ん
な
も
の
を
も
自
分
の
支
配
下
に
髄

こ
う
と
す
る
人
の
性
情
は
咲
き
も
せ
ぬ
鈴
蘭
の
可
憐
な
姿
を
汗
ば
ん
だ
手

に
萎
れ
さ
せ
ろ
。
札
幌
の
近
郊
に
生
ぬ
る
も
の
は
鋤
に
不
幸
で
あ
る
。

自
然
は
、
山
も
野
も
雲
も
。
一
切
の
自
然
は
大
き
な
調
和
の
う
ち
に
存
在

し
て
鵬
ろ
。
智
慧
や
技
巧
恋
超
え
て
遥
か
に
商
く
、
そ
れ
に
人
は
ひ
れ
す

ら
に
此
の
均
衝
を
被
ろ
ふ
と
し
て
居
る
の
で
は
な
い
か
。
も
つ
と
老
へ
れ

ば
な
ら
な
い
。
自
然
と
人
と
は
鋤
立
す
る
も
の
で
は
な
い
『
踏
破
群
山
商

諭
』
な
ど
Ｌ
は
遊
壱
し
い
妄
言
だ
。
雨
を
悲
し
み
風
を
憎
む
前
に
吾
々
は
此

の
無
限
な
永
劫
な
自
然
に
涙
ぐ
ま
し
い
心
持
で
あ
ら
胆
ぱ
な
ら
な
い
０

族
の
期
節
が
来
ま
し
征
。
皆
思
ひ
恩
ひ
に
旅
に
出
ら
れ
る
率
で
せ
う
。

此
の
空
を
仰
ぎ
此
の
野
を
見
渡
し
て
は
ぢ
つ
と
し
て
は
居
ら
れ
な
い
の
は

儲
り
前
で
す
Ｏ
勝
手
乍
ら
締
獅
の
都
合
上
縦
列
謹
行
の
日
は
大
体
次
の
様

に
な
る
だ
ろ
ふ
と
思
ひ
ま
す
○
（
か
の
生
）
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幽
日
印
刷

エ
日
裟
行
・

編
職
飛

板
橋
敬
一

印
刷
者

壷
行
者
加
納
一
郎

札
幌
唾
北
一
樵
西
一
一
丁
目

印
刷
所
札
幌
印
刷
株
式
含
赴

札
幌
睡
市
一
束
四
丁
目
中
野
方

義
行
所
山
と
ス
キ
ー
の
含

～

毎
月
二
同
溌
行

一
部
金
拾
銭
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六
月
冊
四

六
月
箭
五


